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資料３ 

令和７年度 第３回 TAITOフューチャースクール検討委員会 モデル校報告 

令和７年９月１８日 

台東区立上野小学校 

校長 田 中 康 雄 

１ 校務における Google Workspace の活用 

(１) Google ドライブの活用による情報共有：クラウドを活用した業務遂行の意識の向上 

○ リンクの活用による学校行事実施案や学習指導案等の精度の向上 

(２) Google Chat の活用による情報共有：参画意識の向上・働き方改革への寄与 

○ 学校行事実施案や学習指導案等の円滑な協働編集 

 

＊単元デザインを協働編集 

(３) Google カレンダーの活用による情報共有：クラウドを活用した業務遂行の意識の向上 

○ 学校行事実施案等の円滑な共有 

(４) NotebookLM の活用による情報共有：働き方改革への寄与 

○ 企画委員会や研究推進委員会等

での議論のアウトラインを短時

間で把握 

○ 中教審教育課程企画特別部会配

付資料（論点整理）のアウトラ

インを短時間で把握 

 

 

 

＊スライドや音声に変換 
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(５) Gemini の活用による文書作成補助：働き方改革への寄与 

○ 通知表所見文のたたき台の出力 

○ 企画委員会や研究推進委員会での議論のアウトラインを短時間で把握 

 

＊通知表所見文たたき台を出力 

 

２ 校務における Google Workspace の活用による効果 

(１) 「非同期・分散＋協働」による活動連携の推進 

○ 教員の参画意識の向上（「主体的・対話的で深い学びの実装」に通底） 

○ 教員の働き方改革の推進（「多様性の包摂」「実現可能性の確保」に通底） 

(２) 「論点整理」に示された「改訂議論を貫く三つの方向性」の担保 

○ 端末を活用しつつ、だれもが（「多様性の包摂」）、いつでもどこでも（「実現可能性の確

保」）、自分事で問題解決に取り組むこと（「主体的・対話的で深い学びの実装」）ができ、

その価値を自覚化することができる児童・生徒の育成に寄与 


